
特 集

　理学療法対象者は重複障害を抱えることがしばしばあり，視覚に問題があることも少なくない．感覚機能
としての視覚には重要な役割があり，視覚障害を合併すると運動機能の改善にも影響を与え，時に視覚障害
のほうが主たる問題となることもある．一方，理学療法教育では視覚障害に関する知識を整理することは少
なく，臨床現場で視覚障害のある方への対応に苦慮することも多いと予想する．本号の特集の目的は，視覚
障害について知識を深め，視覚障害を合わせもった理学療法対象者への対応，対処の方法について学び，実
践に生かすことにある．

視覚障害に対するリハビリテーション　清水朋美

　日本の視覚リハビリテーションは，長い間，眼科医療ではないところで発展をしてきた．視覚リハビリテー
ションは，眼科医療ではロービジョンケアと呼ばれ，発展途上の段階である．近年の超高齢社会を反映し，
視覚障害と身体運動障害を合併した症例は増加しており，今後，眼科とリハビリテーション科との連携はさ
らに重要視される．視覚リハビリテーションについては，歩行訓練士という職種があることもぜひ押さえ，
連携を図れるようになるとより有益な理学療法を実現できる可能性がある．

目の不自由とはどのようなことか　平田怜子，他

　本邦での視覚障害認定は，視力と視野を個別に評価し等級指数を合算する形で行われている．視覚リハビ
リテーションにおいては，視力や視野の障害以外にも色覚異常や羞明など患者の quality of visionにかかわ
る多方面での評価が必要となる．その際，疾患別特徴や社会背景なども考慮し，個々人のニーズを正しく判
断することが重要である．

目の不自由な方に関する施策やサービス　萬代由希子

　障害者がサービスを受けることは，障害者権利条約に権利として位置づけられている．目の不自由な方に
関するサービスは，主に障害者総合支援法，身体障害者福祉法に規定されている．サービスのなかでも特に
同行援護は，目の不自由な方の外出支援を行う重要なサービスであり，社会参加を促進することが可能とな
る．今後の課題として，わが国における政策策定過程においても障害当事者の参加・参画のもと，つくられ
ることが必要である．

視覚障害を併存する対象者の 
理学療法を考える

目に不自由がある方とのコミュニケーションスキル　藤下直美

　視覚障害者が感じる【不確信さ】とは？　視覚以外の感覚を活用する 3つの要素とは？　大切なことは目
の前にいる存在が，視覚障害者という普通名詞ではなく一人の人であるということ．視覚の果たす役割を考
えつつ，視覚を使うことのできない視覚障害者の不便さとは何かに触れ，それを解消し，信頼関係を築くコ
ミュニケーションをするために必要なヒントを紹介する．
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EOI : essences of the issue 

後天眼球運動障害による複視の視能訓練　岡　真由美，他

　後天眼球運動障害のうち麻痺性斜視は，麻痺筋の拮抗筋の痙縮が原因で発症し，複視を来す．視能訓練は
麻痺筋の筋力回復と同側眼拮抗筋の痙縮解除を目的とする．視能訓練の目標は，融像野（眼球運動により両
眼単一視が可能な範囲）の拡大である．一方，sagging eye syndrome（SES）は眼窩周囲組織である眼窩プ
リーの加齢変化が原因の斜視である．SESは視能訓練の対象とならないが，加齢とともに増加する疾患とし
て念頭に置き，斜視治療の基本である屈折矯正（眼鏡装用）により複視の消失を確認することで，治療の第一
歩を担うことができる．

視覚障害のある方の歩行　別府あかね

　視覚障害者の歩行練習は，機能の回復を主眼としたものではなく，保有視覚を活用しながら，聴覚，触 
覚，運動感覚など他の感覚を活用して新たな技術を身につけていく過程となる．また，英語では「Orientation ＆ 
Mobility（定位と移動）」といい，目的地まで安全・安心して移動（mobility）するために，周囲の環境を確認
（orientation）しながら歩くことを意味する．視覚障害者の歩行方法や白杖の種類の紹介，病院や自宅での環
境整備について解説する．

視覚障害が姿勢制御や運動学習に与える影響　長谷川直哉

　姿勢制御や運動学習において，視覚情報は欠かせない感覚入力である．しかし，視覚障害のある対象者で
はさまざまな方法により視覚入力を代償していることが明らかにされつつある．本稿では，全盲患者および
ロービジョンの対象者において，姿勢制御や運動学習に対して視覚障害が与える影響をシステマティックレ
ビューや健常者を対象とした研究から解説する．加えて，視覚障害のある対象者におけるアプローチ方法に
ついて私見を交えて述べる．

視覚障害がある理学療法対象者のケーススタディ 
―病院などの医療機関編　坂上詞子，他

　視覚障害を伴う患者の理学療法を実施するにあたり，視力や視野などの問題を的確に捉え，安全に実施で
きるよう工夫する．また障害は個々の患者で重複する障害の内容や程度が異なるため，患者ごとに経過も異
なることを理解し，他職種と協力することが大切である．活動量が低下しないよう，場面ごとに難易度を分
ける工夫も必要である．また，視覚障害を発症した患者はさまざまな不安を抱えていることがあり，精神心
理的な配慮も必要となる．

視覚障害がある理学療法対象者のケーススタディ 
―訪問リハビリテーションなどの在宅編　山本真未，他

　生活期理学療法では転倒・転落により重症度が上がり，在宅生活が困難となるケースが散見する．さらに
視覚障害を併発している高齢者では転倒リスクが増大すると考えられる．本稿では転倒予防を目的に介入し
た，先天性の視覚障害を有し多職種との連携を要した症例と，進行性疾患により後天的に視覚障害を呈した
症例の 2例を報告する．

本誌では理学療法，リハビリテーションの考え方に立ち，「トレーニング」について法律・行政用語を除き，「訓練」と
いう用語の使用を極力避けるように心がけておりますが，本特集内において，視能訓練士，歩行訓練士の領域では領
域の慣習に則り「訓練」の語を採用しました．

745Vol.58 No.7 JUL. 2024

2026/09/15 05:43:30


